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【
平
成
元
年（
1
9
8
9
）】

1
月
7
日
　 

昭
和
天
皇
崩
御

皇
太
子
明
仁
親
王
皇
位
継
承

1
月
8
日
　 

平
成
に
改
元

4
月
1
日
　 

消
費
税
3
％
ス
タ
ー
ト

11
月
4
日
　 

オ
ウ
ム
真
理
教

坂
本
弁
護
士 

一 

家
殺
害
事
件

11
月
9
日
　 

ベ
ル
リ
ン
の
壁 

崩
壊

12
月
2
日
　 

マ
ル
タ
会
談 

冷
戦
終
結

●
任
天
堂「
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
」発
売
、「
テ
ト
リ
ス
」

流
行

●
白
石
区
・
西
区
か
ら
分
区
し
て
厚
別
区
・
手
稲

区
が
誕
生
し
、
札
幌
市
内
の
行
政
区
が
9
つ
と

な
る

【
平
成
2
年（
1
9
9
0
）】

8
月
2
日
　 

イ
ラ
ク
が
ク
ウェ
ー
ト
に
侵
攻

10
月
3
日
　 

東
西
ド
イ
ツ
統 

一

12
月
2
日
　 

T
B
S
記
者
の
秋
山
豊
寛
さ
ん
が

日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行

●
任
天
堂「
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
」発
売

●「
テ
ィ
ラ
ミ
ス
」ブ
ー
ム

●
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
へ

【
平
成
3
年（
1
9
9
1
）】

1
月
17
日
　 

湾
岸
戦
争
勃
発

5
月
14
日
　 

大
相
撲 

横
綱 

千
代
の
富
士
が
現
役

引
退（
通
算
1
0
4
5
勝
）

6
月
3
日
　 

雲
仙
普
賢
岳
で
大
火
砕
流
発
生

死
者
・
行
方
不
明
者
43
人

12
月
26
日
　 

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
消
滅

●
ジ
ュ
リ
ア
ナ
東
京
オ
ー
プ
ン
。ボ
デ
ィ
コ
ン
ル
ッ

ク
が
ブ
ー
ム

【
平
成
4
年（
1
9
9
2
）】

2
月
8
日
　 

ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
冬
季
五
輪
開
幕

7
月
25
日
　 

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
開
幕

8
月
16
日
　 

夏
の
甲
子
園 

松
井
秀
喜
が
5
打
席

連
続
敬
遠

9
月
12
日
　 

余
市
町
出
身
の
宇
宙
飛
行
士 

毛
利

衛
さ
ん
が
米
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
に

搭
乗

●
ご
長
寿
双
子「
き
ん
さ
ん
・
ぎ
ん
さ
ん
」が
人
気

者
に

●
ソ
ニ
ー「
M
D（
ミ
ニ
デ
ィ
ス
ク
）」発
売

●
第
1
回
Y
O
S
A
K
O
I

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
開
催

【

5

1
9
9
3

1
月
15
日
　 

釧
路
沖
地
震
　
M
7
・
8

死
者
2
人
、負
傷
者
9
6
6
人

1
月
20
日
　 

米
大
統
領
に
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
氏

が
就
任

1
月
27
日
　 

大
相
撲 

大
関 

曙
が
横
綱
に
昇
進

外
国
人
力
士
初

5
月
15
日
　 

サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ
開
幕

平
成
元
年
（
1
9
8
9
）

平
成
元
年
（
1
9
8
9
）

平
成
4
年
（
1
9
9
2
）

平
成
4
年
（
1
9
9
2
）

平
成
5
年
（
1
9
9
3
）

平
成
5
年
（
1
9
9
3
）

平
成
2
年
（
1
9
9
0
）

平
成
2
年
（
1
9
9
0
）

平
成
3
年
（
1
9
9
1
）

平
成
3
年
（
1
9
9
1
）

いよいよ平成も残りわずか。

この31年の間にさまざまな出来事が起こり、時代は大きく変化しました。

誰もが知る出来事でも月日が経つと意外と記憶があいまいになってしまうもの。

平成元年から今年まで、どんなことが起こり、どんな時代だったのか振り返ってみましょう。

あなたはどのくらい覚えていますか？

「平成」年表「平成」年表
特集 重大ニュースで31年を振り返る



6
月
9
日
　 

皇
太
子
徳
仁
親
王
が

小
和
田
雅
子
さ
ん
と
ご
結
婚

7
月
12
日
　 

北
海
道
南
西
沖
地
震

M
7
・
8
　
死
者
1
7
2
人

10
月
28
日
　 
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

「
ド
ー
ハ
の
悲
劇
」

11
月
1
日
　 

E
U（
ヨ
ー
ロッ
パ
連
合
）発
足

12
月
8
日
　 

屋
久
島
な
ど
が
日
本
初
の
世
界
遺

産
登
録

●「
コ
ギ
ャ
ル
」「
ナ
タ
デ
コ
コ
」ブ
ー
ム

●
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
が
普
及

【

6

1
9
9
4

2
月
12
日
　 

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
冬
季
五
輪
開
幕

6
月
27
日
　 

松
本
サ
リ
ン
事
件

8
人
死
亡
1
4
0
人
以
上
が
被
害

7
月
8
日
　 

日
本
人
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士

向
井
千
秋
さ
ん
が
宇
宙
へ

9
月
4
日
　 

関
西
国
際
空
港
開
港

10
月
4
日
　 

北
海
道
東
方
沖
地
震

M
8
・
2
　
死
者
9
人

11
月
23
日
　 

大
相
撲 

貴
乃
花
が
2
場
所
連
続
全

勝
優
勝 

横
綱
に
昇
進

●
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
家
な
き
子
」が
社
会
現
象

●「
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョン
」、

「
セ
ガ
サ
タ
ー
ン
」が
発
売

●
地
下
鉄
東
豊
線
の

豊
水
す
す
き
の
│

福
住
間
が
延
伸
開
業

【

7

1
9
9
5

1
月
17
日
　 

阪
神
淡
路
大
震
災
　
M
7
・
3

死
者
6
、4
3
4
人

3
月
20
日
　 

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

13
人
死
亡
約
6
、3
0
0
人
が
被
害

5
月
16
日
　 

オ
ウ
ム
真
理
教
　
麻
原
彰
晃
本
名

松
本
智
津
夫
元
死
刑
囚
逮
捕

6
月
21
日
　 

羽
田
発
函
館
行
き
全
日
空
機
8
5
7

便
ハ
イ
ジ
ャッ
ク
事
件

11
月
26
日
　 

大
相
撲
史
上
初 

若
貴
が
兄
弟
で
優

勝
決
定
戦

●
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト「
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
95
」発
売
で
、

　 

一 

般
家
庭
に
パ
ソ
コ
ン
が
普
及

●
P
H
S（
ピ
ッ
チ
）サ
ー
ビ
ス
が
開
始

【
平
成
8
年（
1
9
9
6
）】

2
月
10
日
　 

北
海
道 

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
岩
盤
崩
落

事
故
　
死
者
20
人

2
月
14
日
　 
将
棋 
羽
生
善
治
が
史
上
初
の
七
冠

独
占

7
月
19
日
　 

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
開
幕

8
月
6
日
　 

病
原
性
大
腸
菌「
O
│
1
5
7
」が

指
定
伝
染
病
に
指
定

●
携
帯
ゲ
ー
ム
機
「
た
ま
ご
っ
ち
」、「
ポ
ケ
モ
ン
」

「
ア
ム
ラ
ー
」、「
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
」、「
プ
リ
ク
ラ
」

が
流
行

●
援
助
交
際
、オ
ヤ
ジ
狩
り
が
社
会
問
題
に

●
携
帯
電
話
が
爆
発
的
に
普
及

●
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
が
誕
生

【

9

1
9
9
7

4
月
1
日
　 

消
費
税
が
5
％
に
引
き
上
げ

5
月
27
日
　 

神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件

11
月
16
日
　 

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

「
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
の
歓
喜
」

11
月
17
日
　 

北
海
道
拓
殖
銀
行
が
経
営
破
綻

11
月
24
日
　 

山 

一 

證
券
が
経
営
破
綻

●「
失
楽
園
」が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

●「
も
の
の
け
姫
」が
大
ヒ
ッ
ト

●
豊
平
区
か
ら
分
区
し
て
清
田
区
が
誕
生
し
、
行

政
区
が
10
と
な
る

【
平
成
1
0
年（
1
9
9
8
）】

2
月
7
日
　 

長
野
冬
季
五
輪
開
幕

4
月
1
日
　 

市
内
5
Ｊ
Ａ
の
合
併
に
よ
り
、
新

「
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
」が
誕
生

5
月
27
日
　 

大
相
撲 

若
乃
花
が
横
綱
昇
進

史
上
初
兄
弟
横
綱
誕
生

6
月
10
日
　 

サ
ッ
カ
ー
W
杯
フ
ラ
ン
ス
大
会
開
幕

日
本
初
出
場

7
月
25
日
　 

和
歌
山
毒
カ
レ
ー
事
件

●
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト「
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
98
」発
売

●
ア
ッ
プ
ル「
i
M
a
c
」日
本
発
売

●
映
画「
タ
イ
タ
ニッ
ク
」が
大
ヒ
ッ
ト

●
A
I
R 

D
O（
北
海
道
国
際
航
空
）が

就
航
開
始

【
平
成
1
1
年（
1
9
9
9
）】

2
月
27
日
　 

移
植
法
に
よ
る
初
め
て
の
脳
死
臓

器
移
植

7
月
23
日
　 
羽
田
発
新
千
歳
行
き
全
日
空
機
61

便
ハ
イ
ジ
ャッ
ク
事
件

9
月
30
日
　 
東
海
村
J
C
O
臨
界
事
故

死
者
2
人
、約
6
0
0
人
が
被
爆

●「
2
0
0
0
年
問
題
」が
懸
念
さ
れ
る

●
N
T
T
ド
コ
モ「
i
モ
ー
ド
」サ
ー
ビ
ス
開
始

●「
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
大
予
言
」が
話
題

●「
だ
ん
ご
三
兄
弟
」が
大
ヒ
ッ
ト

●「
五
体
不
満
足
」が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

●
地
下
鉄
東
西
線
の
琴
似
│
宮
の
沢
間
が
延
伸

開
業

【

1
2

2
0
0
0

3
月
31
日
　 

有
珠
山
が
23
年
ぶ
り
に
噴
火

5
月
7
日
　 

ロ
シ
ア
大
統
領
に
プ
ー
チ
ン
氏
が
就
任

6
月
28
日
　 

雪
印
乳
業
食
中
毒
事
件

7
月
21
日
　 

九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開
幕

9
月
15
日
　 

シ
ド
ニ
ー
五
輪
開
幕

11
月
19
日
　 

オ
リ
ッ
ク
ス 

イ
チ
ロ
ー
が
マ
リ
ナ
ー

ズ
へ
移
籍
決
定

日
本
人
初
野
手
大
リ
ー
ガ
ー

12
月
31
日
　 

世
田
谷 

一 

家
4
人
殺
害
事
件
発
覚

●「
I
T
革
命
」が
話
題
に

●
2
0
0
0
円
札
、新
5
0
0
円
硬
貨
が
発
行

【

1
3

2
0
0
1

1
月
20
日
　 

ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
ジ
ョ
ー
ジ・ブ
ッ

シュ
氏
が
就
任

7
月
21
日
　 

兵
庫
県
明
石
市
花
火
大
会
歩
道
橋

事
故

9
月
10
日
　 

B
S
E
感
染
疑
い
の
牛
を
国
内
初

確
認

9
月
11
日
　 

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

10
月
8
日
　 

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

　
　
　
　
　 

空
爆
開
始

10
月
29
日
　 

テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
成
立

自
衛
隊
の
後
方
支
援
可
能
に
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平
成
6
年
（
1
9
9
4
）

平
成
6
年
（
1
9
9
4
）

平
成
8
年
（
1
9
9
6
）

平
成
8
年
（
1
9
9
6
）

平
成
10
年
（
1
9
9
8
）

平
成
10
年
（
1
9
9
8
）

平
成
11
年
（
1
9
9
9
）

平
成
11
年
（
1
9
9
9
）

平
成
12
年
（
2
0
0
0
）

平
成
12
年
（
2
0
0
0
）

平
成
13
年
（
2
0
0
1
）

平
成
13
年
（
2
0
0
1
）

平
成
9
年
（
1
9
9
7
）

平
成
9
年
（
1
9
9
7
）

平
成
7
年
（
1
9
9
5
）

平
成
7
年
（
1
9
9
5
）



12
月
1
日
　 

皇
太
子
妃
雅
子
さ
ま
が
愛
子
さ
ま

を
ご
出
産

●
ア
ッ
プ
ル「
i
P
o
d
」発
売

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
、
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
シ
ー
が
オ
ー
プ
ン

●
映
画「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」が

　
大
ヒ
ッ
ト

●
札
幌
ド
ー
ム
開
業

【

1
4

2
0
0
2

1
月
1
日
　 

欧
州
12
ヶ
国
で
単 

一 

通
貨
ユ
ー
ロ
流

通
開
始

1
月
23
日
　 

雪
印
食
品
輸
入
牛
肉
の
国
産
偽
装

発
覚

2
月
9
日
　 

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季
五
輪
開

幕

5
月
31
日
　 

サ
ッ
カ
ー
W
杯
日
韓
大
会
開
幕

9
月
17
日
　 

小
泉
首
相
が
訪
朝
し
初
の
日
朝
首

脳
会
談

10
月
15
日
　 

拉
致
被
害
者
5
名
が
24
年
ぶ
り
に

帰
国

●
学
校
週
5
日
制 

毎
週
土
曜
休
み
を
完
全
実
施

●
カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
が
人
気
に

●
多
摩
川
の
タ
マ
ち
ゃ
ん
が
話
題

【
平
成
1
5
年（
2
0
0
3
）】

1
月
29
日
　 

大
相
撲 

朝
青
龍
が
横
綱
に
昇
進

モ
ン
ゴ
ル
出
身
力
士
で
初

3
月
20
日
　 

イ
ラ
ク
戦
争
が
始
ま
る

9
月
26
日
　 

十
勝
沖
地
震
　
M
8
・
0

行
方
不
明
者
2
人
、負
傷
者
8
4
9
人

12
月
26
日
　 

イ
ラ
ク
復
興
支
援
で
航
空
自
衛
隊

出
発

●
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
が
拡
大

●「
世
界
に 

一 

つ
だ
け
の
花
」が
大
ヒ
ッ
ト

●
J
R
タ
ワ
ー
開
業

【

1
6

2
0
0
4

1
月
12
日
　 
山
口
県
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
確
認

8
月
13
日
　 

ア
テ
ネ
五
輪
開
幕

8
月
22
日
　 

夏
の
甲
子
園 
駒
大
苫
小
牧
が
春
夏

通
じ
て
北
海
道
勢
初
の
優
勝

9
月
8
日
　 

台
風
18
号

道
内
で
も
甚
大
な
被
害

10
月
23
日
　 

新
潟
県
中
越
地
震
　
M
6
・
8

死
者
68
人
、負
傷
者
4
、8
0
5
人

12
月
26
日
　 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地

震
　
M
9
・
0

死
者
行
方
不
明
者
20
万
人
超

●「
冬
の
ソ
ナ
タ
」現
象
。ヨ
ン
様
、韓
流
ブ
ー
ム

●
紙
幣
デ
ザ
イ
ン
が
20
年
ぶ
り
に 

一 

新

●
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
北
海
道
移
転

【

1
7

2
0
0
5

2
月
17
日
　 

中
部
国
際
空
港（
セ
ン
ト
レ
ア
）開
港

3
月
25
日
　 

愛
・
地
球
博
開
幕

4
月
25
日
　 

J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故

7
月
14
日
　 

知
床
が
世
界
自
然
遺
産
に
認
定

8
月
20
日
　 

夏
の
甲
子
園 

駒
大
苫
小
牧
が
2

連
覇

11
月
17
日
　 

耐
震
強
度
偽
装
事
件
発
覚

●「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」が
流
行
語
に

●
プ
ロ
野
球
史
上
初
の
セ
・
パ
交
流
戦
実
施

【

1
8

2
0
0
6

2
月
10
日
　 

ト
リ
ノ
冬
季
五
輪
開
幕

3
月
20
日
　 

野
球 

第
1
回
W
B
C
で
日
本
代
表

が
優
勝

6
月
10
日
　 

サ
ッ
カ
ー
W
杯
ド
イ
ツ
大
会
開
幕

8
月
21
日
　 

夏
の
甲
子
園 

駒
大
苫
小
牧
　

決
勝
戦
37
年
ぶ
り
の
再
試
合

早
稲
田
実
業
が
勝
利

9
月
6
日
　 

秋
篠
宮
妃
紀
子
さ
ま
が
悠
仁
さ
ま

を
ご
出
産

●
レ
ラ
カ
ム
イ
北
海
道（
現
・
レ
バ
ン
ガ
北
海
道
）

が
誕
生

【

1
9

2
0
0
7

3
月
6
日
　 

夕
張
市
が
財
政
再
建
団
体
に

6
月
20
日
　 
ミ
ー
ト
ホ
ー
プ
食
肉
偽
装
事
件

7
月
16
日
　 
新
潟
県
中
越
沖
地
震

M
6
・
8
　
死
者
15
人

負
傷
者
2
、3
4
6
人

10
月
1
日
　 

郵
政
事
業
民
営
化

10
月
12
日
　 

赤
福
の
製
造
日
・
消
費
期
限
の
改

ざ
ん
販
売
が
発
覚

10
月
28
日
　 

大
阪 

船
場
吉
兆
の
消
費
期
限
改
ざ

ん
が
発
覚

●「
消
え
た
年
金
問
題
」発
覚

●
オ
ネ
エ
ブ
ー
ム

●「
ビ
リ
ー
ズ
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」が
ヒ
ッ
ト

【

2
0

2
0
0
8

1
月
30
日
　 

中
国
製
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
殺
虫
剤
成

分
混
入
が
発
覚

3
月
5
日
　 （
旧
）木
の
城
た
い
せ
つ
が
事
業
停
止

6
月
8
日
　 

秋
葉
原
無
差
別
殺
傷
事
件

7
人
死
亡
、10
人
負
傷

7
月
7
日
　 

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
幕

8
月
8
日
　 

北
京
五
輪
開
幕

9
月
15
日
　 

ア
メ
リ
カ
の
大
手
証
券
会
社
リ
ー

マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
経
営
破
綻

世
界
規
模
の
金
融
不
況
に

●
ア
ッ
プ
ル
の「
i
P
h
o
n
e
」が
発
売

【

2
1

2
0
0
9

1
月
20
日
　 

ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
バ
ラ
ク
・
オ
バ

マ
氏
が
就
任

3
月
16
日
　 

宇
宙
飛
行
士 

若
田
光 

一 

さ
ん
が
日

本
人
初
の
宇
宙
長
期
滞
在
へ

3
月
24
日
　 

野
球 

W
B
C
で
日
本
代
表
二
連
覇

5
月
15
日
　 

国
内
初
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
者
を
確
認

5
月
21
日
　 

裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト

8
月
30
日
　 

第
45
回
衆
院
選

民
主
党
大
勝
で
政
権
交
代

●
A
n
d
r
o
i
d
搭
載
の

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
発
売
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平
成
14
年
（
2
0
0
2
）

平
成
14
年
（
2
0
0
2
）

平
成
15
年
（
2
0
0
3
）

平
成
15
年
（
2
0
0
3
）

平
成
17
年
（
2
0
0
5
）

平
成
17
年
（
2
0
0
5
）

平
成
18
年
（
2
0
0
6
）

平
成
18
年
（
2
0
0
6
）

平
成
20
年
（
2
0
0
8
）

平
成
20
年
（
2
0
0
8
）

平
成
21
年
（
2
0
0
9
）

平
成
21
年
（
2
0
0
9
）

平
成
19
年
（
2
0
0
7
）

平
成
19
年
（
2
0
0
7
）

平
成
16
年
（
2
0
0
4
）

平
成
16
年
（
2
0
0
4
）



●
フ
ァ
ス
ト
フ
ァッ
シ
ョン
が
流
行

●
平
成
の
大
合
併

　
北
海
道
内
の
市
町
村
が
1
7
9
に

【

2
2

2
0
1
0

1
月
19
日
　 

日
本
航
空
が
会
社
更
正
法
適
用
申
請

2
月
12
日
　 

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
開
幕

5
月
18
日
　 

宮
崎
県 

口
蹄
疫
で
県
知
事
が
非
常

事
態
宣
言

6
月
11
日
　 

サッ
カ
ー
W
杯
南
ア
フ
リ
カ
大
会
開
幕

6
月
13
日
　 

小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」が
7

年
の
宇
宙
の
旅
か
ら
地
球
へ
帰
還

7
月
11
日
　 

第
22
回
参
院
選
　
民
主
敗
北

「
ね
じ
れ
国
会
」

●「
K
│
P
O
P
」ブ
ー
ム

●
映
画「
ア
バ
タ
ー
」の
3
D
映
像
が
話
題
に

【

2
3

2
0
1
1

1
月
22
日
　 

宮
崎
の
養
鶏
場
か
ら
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
検
出

2
月
6
日
　 

大
相
撲 

八
百
長
問
題
を
受
け
65
年

ぶ
り
春
場
所
中
止
を
決
定

2
月
22
日
　 

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
地
震

M
6
・
3

日
本
人
留
学
生
28
人
が
死
亡

3
月
11
日
　 

東
日
本
大
震
災
　
M
9
・
0

死
者
・
行
方
不
明
者
2
万
人
超
え

福
島
第 

一 

原
発
事
故

7
月
18
日
　 

サ
ッ
カ
ー
女
子
W
杯
開
幕

日
本
代
表
が
初
優
勝

7
月
24
日
　 

テ
レ
ビ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行

●
無
料
通
話
ア
プ
リ「
L
I
N
E
」サ
ー
ビ
ス
開
始

●
札
幌
駅
前
地
下
歩
行
空
間「
チ
・
カ
・
ホ
」開
通

【

2
4

2
0
1
2

3
月
3
日
　 

ス
キ
ー
ジ
ャン
プ
W
杯
　
　
　
　

高
梨
沙
羅
が
日
本
の
女
子
選
手
と

し
て
初
優
勝

7
月
11
日
　 
九
州
北
部
豪
雨

7
月
27
日
　 

ロ
ン
ド
ン
五
輪
開
幕

12
月
16
日
　 

第
46
回
衆
院
選
　
自
民
圧
勝

政
権
奪
還

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
開
業

【

2
5

2
0
1
3

7
月
21
日
　 

第
23
回
参
院
選
　
自
民
大
勝

ね
じ
れ
解
消

9
月
7
日
　 

2
0
2
0
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピッ
ク
の
開
催
都
市
が
東
京
に
決
定

10
月
16
日
　 

伊
豆
大
島
大
規
模
土
砂
災
害

●
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
半
沢
直
樹
」、
朝
ド
ラ「
あ
ま

　
ち
ゃ
ん
」が
ブ
ー
ム

【

2
6

2
0
1
4

1
月
11
日
　 

ス
キ
ー
ジ
ャン
プ
W
杯

葛
西
紀
明
が
41
才
7
ヶ
月
で
最
年
長

優
勝

2
月
6
日
　 

ソ
チ
冬
季
五
輪
開
幕

4
月
1
日
　 

消
費
税
が
8
％
に
引
き
上
げ

6
月
12
日
　 

サッ
カ
ー
W
杯
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
開
幕

9
月
11
日
　 

北
海
道
集
中
豪
雨 

道
内
初
の
特
別

警
報
発
表

9
月
27
日
　 

御
嶽
山
噴
火

●
テ
レ
ビ
番
組「
笑
っ
て
い
い
と
も
」が
放
送
終
了

●
映
画「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」大
ヒ
ッ
ト

【

2
7

2
0
1
5

9
月
9
日
　 

関
東
・
東
北
豪
雨

10
月
28
日
　 

体
操
世
界
選
手
権
男
子
団
体
が
37

年
ぶ
り
に
金
メ
ダ
ル

11
月
13
日
　 

パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ

●
外
国
人
旅
行
者
の「
爆
買
い
」流
行
語
に

●
札
幌
市
電
が
ル
ー
プ
化

【

2
8

2
0
1
6

3
月
26
日
　 
北
海
道
新
幹
線
開
業

4
月
14
日
・

16
日
　 

熊
本
地
震

M
7
・
3
　
死
者
2
6
7
人（
関
連

死
含
む
）　
負
傷
者
2
、8
0
4
人

5
月
26
日
　 

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

6
月
19
日
　 

改
正
公
職
選
挙
法
施
行

選
挙
権
が
18
歳
に

8
月
5
日
　 

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
開
幕

10
月
16
日
　 

日
本
ハ
ム 

大
谷
翔
平
が
プ
ロ
野
球

最
速
1
6
5
キ
ロ
を
記
録

●
映
画「
君
の
名
は
」大
ヒ
ッ
ト

●
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ「
S
M
A
P
」が
解
散

【

2
9

2
0
1
7

1
月
20
日
　 

ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任

1
月
23
日
　 

ア
メ
リ
カ
が
T
P
P
離
脱

7
月
5
日
　 

九
州
北
部
豪
雨

8
月
29
日
・

9
月
15
日
　 

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
列
島
上

空
を
通
過

9
月
9
日
　 

陸
上
1
0
0
m
　
桐
生
祥
秀
が
9
秒

98
を
記
録
　
日
本
人
初
の
9
秒
台

●「
J
ア
ラ
ー
ト
」が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る

【

3
0

2
0
1
8

2
月
9
日
　 

ピ
ョン
チ
ャン
冬
季
五
輪
開
幕

6
月
14
日
　 

サ
ッ
カ
ー
W
杯
ロ
シ
ア
大
会
開
幕

6
月
18
日
　 

大
阪
府
北
部
地
震
　
M
6
・
1

6
月
28
日
　 

西
日
本
豪
雨

7
月
6
日
　 

オ
ウ
ム
真
理
教
松
本
智
津
夫
元
死
刑

囚
ら
の
死
刑
執
行

9
月
4
日
　 

台
風
21
号

道
内
で
も
甚
大
な
被
害

9
月
7
日
　 

北
海
道
胆
振
東
部
地
震 

M
6
・
7

死
者
42
人
、負
傷
者
7
6
2
人

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
発
生
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平
成
29
年
（
2
0
1
7
）

平
成
29
年
（
2
0
1
7
）

平
成
30
年
（
2
0
1
8
）

平
成
30
年
（
2
0
1
8
）

平
成
22
年
（
2
0
1
0
）

平
成
22
年
（
2
0
1
0
）

平
成
24
年
（
2
0
1
2
）

平
成
24
年
（
2
0
1
2
）

平
成
25
年
（
2
0
1
3
）

平
成
25
年
（
2
0
1
3
）

平
成
26
年
（
2
0
1
4
）

平
成
26
年
（
2
0
1
4
）

平
成
27
年
（
2
0
1
5
）

平
成
27
年
（
2
0
1
5
）

平
成
28
年
（
2
0
1
6
）

平
成
28
年
（
2
0
1
6
）

平
成
23
年
（
2
0
1
1
）

平
成
23
年
（
2
0
1
1
）



9
月
8
日
　 

テ
ニ
ス
女
子 

大
坂
な
お
み
が
全
米

オ
ー
プ
ン
優
勝

9
月
24
日
　 

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
合
併
20
周
年
感
謝

祭
を
ア
ク
セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
で
開
催

10
月
6
日
　 

築
地
市
場
が
閉
鎖

11
月
19
日
　 

日
産
ゴ
ー
ン
会
長
逮
捕

●
歌
手
の
安
室
奈
美
恵
さ
ん
が
引
退

●
北
海
道
命
名
1
5
0
年

【

3
1

2
0
1
9

1
月
27
日
　 

テ
ニ
ス
女
子 

大
坂
な
お
み
が
全
豪

オ
ー
プ
ン
優
勝

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
1
位
に

３
月
21
日
　 

大
リ
ー
グ 

マ
リ
ナ
ー
ズ 

イ
チ
ロ
ー

が
現
役
引
退
を
表
明

4
月
1
日
 

 

　
新
元
号「
令
和
」が
発
表

5
月
1
日
　 

令
和
に
改
元
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　・
竹
下
登（
自
由
民
主
党
）

昭
和
62
年
11
月
6
日
〜平

成
元
年
6
月
3
日

・
宇
野
宗
佑（
自
由
民
主
党
）

平
成
元
年
6
月
3
日
〜
同
年
8
月
10
日

・
海
部
俊
樹（
自
由
民
主
党
）

平
成
元
年
8
月
10
日
〜平

成
3
年
11
月
5
日

・
宮
澤
喜 

一 （
自
由
民
主
党
）

平
成
3
年
11
月
5
日
〜平

成
5
年
8
月
9
日

・
細
川
護
熙（
日
本
新
党
）

平
成
5
年
8
月
9
日
〜平

成
6
年
4
月
28
日

・
羽
田
孜（
新
生
党
）

平
成
6
年
4
月
28
日
〜
同
年
6
月
30
日

・
村
山
富
市（
日
本
社
会
党
）

平
成
6
年
6
月
30
日
〜平

成
8
年
1
月
11
日

・
橋
本
龍
太
郎（
自
由
民
主
党
）

平
成
8
年
1
月
11
日
〜平

成
10
年
7
月
30
日

・
小
渕
恵
三（
自
由
民
主
党
）

平
成
10
年
7
月
30
日
〜平

成
12
年
4
月
5
日

・
森
喜
朗（
自
由
民
主
党
）

平
成
12
年
4
月
5
日
〜平

成
13
年
4
月
26
日

・
小
泉
純 

一 

郎（
自
由
民
主
党
）

平
成
13
年
4
月
26
日
〜平

成
18
年
9
月
26
日

・
安
倍
晋
三（
自
由
民
主
党
）

平
成
18
年
9
月
26
日
〜平

成
19
年
9
月
26
日

・
福
田
康
夫（
自
由
民
主
党
）

　
平
成
19
年
9
月
26
日
〜平

成
20
年
9
月
24
日

・
麻
生
太
郎（
自
由
民
主
党
）

平
成
20
年
9
月
24
日
〜平

成
21
年
9
月
16
日

・
鳩
山
由
紀
夫（
民
主
党
）

平
成
21
年
9
月
16
日
〜平

成
22
年
6
月
8
日

・
菅
直
人（
民
主
党
）

平
成
22
年
6
月
8
日
〜平

成
23
年
9
月
2
日

・
野
田
佳
彦（
民
主
党
）

平
成
23
年
9
月
2
日
〜平

成
24
年
12
月
26
日

・
安
倍
晋
三（
自
由
民
主
党
）

平
成
24
年
12
月
26
日
〜
現
在

　

・平
成
元
年
　 

美
空
ひ
ば
り（
歌
手
）

・平
成
元
年
　 

千
代
の
富
士（
大
相
撲
力
士
）

・平
成
4
年
　 

藤
山 

一 

郎（
歌
手
）

・平
成
4
年
　 

長
谷
川
町
子（
漫
画
家
）

・平
成
5
年
　 

服
部
良 

一 （
作
曲
家
）

・平
成
8
年
　 

渥
美
清（
俳
優
）

・平
成
10
年
　 

吉
田
正（
作
曲
家
）

・平
成
10
年
　 

黒
澤
明（
映
画
監
督
）

・平
成
12
年
　 

高
橋
尚
子（
陸
上
競
技
選
手
）

・平
成
21
年
　 

遠
藤
実（
作
曲
家
）

・平
成
21
年
　 

森
光
子（
女
優
）

・平
成
21
年
　 

森
繁
久
彌（
俳
優
）

・平
成
23
年
　 

F
I
F
A
女
子
W
杯

日
本
女
子
代
表
チ
ー
ム

・平
成
24
年
　 

吉
田
沙
保
里

（
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
）

・平
成
25
年
　 

納
谷
幸
喜（
大
鵬
）

（
大
相
撲
力
士
）

・平
成
25
年
　 

長
島
茂
雄（
プ
ロ
野
球
選
手
）

・平
成
25
年
　 

松
井
秀
喜（
プ
ロ
野
球
選
手
）

・
平
成
28
年
　 

伊
調
馨（
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
）

・平
成
30
年
　 

羽
生
善
治（
将
棋
棋
士
）

・平
成
30
年
　 

井
山
裕
太（
囲
碁
棋
士
）

・平
成
30
年
　 

羽
生
結
弦

（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
）

平
成
の
国
民
栄
誉
賞
受
賞
者

平
成
の
歴
代
総
理
大
臣

　
め
ま
ぐ
る
し
く
世
の
中
が
変
化
し
て
いっ

た
平
成
。喜
ば
し
い
ニュ
ー
ス
が
あ
る 

一 

方

で
、大
き
な
災
害
や
凄
惨
な
事
件
も
た
く
さ

ん
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
時
代
は
、

いっ
た
い
ど
ん
な
時
代
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

平
和
で
穏
や
か
な
日
々
が
流
れ
る
こ
と
を
祈

ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
│
。

平
成
31
年
（
2
0
1
9
）

平
成
31
年
（
2
0
1
9
）
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　ＪＡさっぽろ青年部（平賀農部長）では、部員25名が参加し、平成
30年度最後の事業である研修交流会を開催しました。この研修会
は、札幌市農業再生協議会協力のもと、部員の知識向上と相互交
流、更に青年部未加入の新規就農者へ青年部事業の理解と紹介を
目的に実施しています。
　今回は、一般社団法人農山漁村文化協会の斎藤龍二氏を講師に
迎え、「動画で見る“畑のコツとワザ”」と題し、直売所名人が実践す
るウネ立て、マルチ、パイプ打ち込み、草刈防除などについて解説
いただきました。研修終了後には懇親会を行ない、学んだ内容を振
り返りながら支部の垣根を越えた交流を図りました。

総会を経て、次年度事業へ足並み揃える

3月 12日（火）
女性部新琴似支部

直売所名人実践のワザを学ぶ

3月 20日（水）
ＪＡさっぽろ青年部

　女性部新琴似支部（菅原利恵支部長）では、部員13名が参加し、
シャトレーゼガトーキングダムサッポロにて平成30年度通常総会
を開催しました。
　総会では全ての議案が可決承認され滞りなく進み、その後、同会
場で懇親会を行ないました。豪華景品をかけて毎年恒例のビンゴ
大会も行ない、大いに盛り上がりました。平成31年度事業へ向け
て、更なる女性部の活性化を決意し、無事終了しました。

（井上特派員）

r t e アラカルト

　青年部豊平支部（桑島誠支部長）では、部員や役職員など16名が
参加し、牛屋 江戸八にて創立30周年祝賀会を開催しました。
　豊平支部は、平成元年9月に旧札幌市農協の10番目の支部とし
て活動を開始。以来、さまざまな活動に意欲的に取り組んできまし
た。祝賀会には、平賀青年部長、創立当時の部員でもある軽部副組
合長を来賓としてお招きし、お酒を酌み交わしながら30年という
長い歴史を振り返りました。和気あいあいとした雰囲気の中、今後
の支部活動の活性化も決意新たに閉会しました。 （菅原特派員）

豊平支部が創立30周年！

2月 19日（火）
青年部豊平支部

つとむ



a l a c a組合員の
活動をご紹介
します!
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（服部特派員）

（増田特派員）

練習の成果を次々と披露
毎年恒例の演芸発表会開催

3月 6日（水）
厚別支店年金友の会

　厚別支店年金友の会（髙橋光雄会長）では、会員113名が参加し、演芸発表会を開催しました。
　発表は、午前の部・午後の部に分かれ、25演目に会員の皆さん・役職員合わせて50名が出演。歌謡舞踊・フラダンス・カラ
オケ等々、日頃の練習の成果を披露しました。演目が終わるたびに会場からは大きな拍手が起こり、和気あいあいとした
楽しい一日を過ごしました。

全ての議案で可決承認
平成30年度　定例総会開催

2月 19日（火）
酪農畜産部会琴似・手稲支部

　酪農畜産部会琴似・手稲支部（上野裕一支部長）では、部会員10名
が参加し、ホテルヤマチにて平成30年度定例総会を開催しました。
　総会では、全ての議案について可決承認。また、平成30年度粗飼
料作物収量調査の講評に参加者は熱心に耳を傾け、同調査による
共励会の表彰を行ないました。その後の懇親会では、各部会員・職
員の親睦を深めました。

栽培講習会で新たな知識を吸収

3月 5日（火）
そ菜部会清田支部・とれたてっこ清田

（川越特派員）

　そ菜部会清田支部（三上芳弘支部長）、とれたてっこ清田（川瀬俊昭
部長）では、部会員20名が参加し、合同栽培講習会を開催しました。
　今回は、中央農業試験場、株式会社サカタのタネ、札幌みらい中央
青果株式会社からそれぞれ講師を招き、「生態を知って防除に生かそ
う～ほうれん草のコナダニ対策～」、「かぼちゃ突起果のできる原因
と対策」、「新品種の紹介」、「札幌みらい中央青果販売状況」の4点を
テーマに説明いただきました。株式会社サカタのタネからは、当地区
の特産品であるほうれん草の新品種の播種時期や直売所用野菜につ
いて説明があり、参加者は熱心に耳を傾けていました。



■対象は以下の要件を満たす一戸建ての木造住宅です（プレハブ住宅は診断の対象外となります）
【石狩振興局による無料耐震診断の概要】

戸建て住宅の無料耐震診断のご案内

不動産プラザ通信

　耐震診断は、住宅の所有者が耐震改修の必要性を判断する上で重要な調査であり、防災意識の向上や地震に対する不安解
消につながります。北海道石狩振興局では、戸建て木造住宅を対象に無料で耐震診断を実施しています。

1．石狩振興局管内市町村に建築されていること
2．2階建て以下で延べ床面積が500平方メートル以下であること
3．申込者が当該住宅を所有または居住していること
4．建築年次は問いません

■耐震診断の申込み（診断には、次の書類が必要です）
1．耐震診断申込書（郵送またはFAXによる申込み）
2．老朽度の調査部位と診断項目
3．住宅の図面（仕上げ表、寸法の記入のある各階平面図で筋かい等の位置および仕様のわかるもの）
4．増築や改修を行なっている場合は建築当時の図面と増築等の図面の両方

■申込み方法
耐震診断申込書を振興局建設指導課へ郵送またはFAX送信で事前申込みを行ないます。
必要書類は持参または郵送で提出します（必要書類を持参して窓口で直接申し込むこともできます）。

■診断は、申込者の申告と聞き取りにより実施します

■診断結果は住宅の情報を基に次の4段階で評価

　診断は住宅の状況（住宅の構造、不具合や劣化の状況）について、図面と申込者からの申告および聞き取り調査による情報
をもとに、一般財団法人日本建築防災協会の診断ソフトを使用して行なわれ現地調査は行いません。なお診断結果は、住宅
の耐震性の判断の目安と考えてください。耐震改修工事等をお考えの場合は、あらためて専門家による現地調査に基づく耐
震診断を行ってください。

■申し込みとお問い合わせ先（石狩管内以外は各（総合）振興局へ）
北海道石狩振興局　建設指導課建築住宅係
〒060-8558　札幌市中央区北3条西7丁目　道庁別館　6階
TEL 011-204-5833　FAX 011-232-1022

※診断結果がでるまで2週間程度掛かります。
※診断結果は振興局建設指導課へ受け取りに行くと診断内容等の説明が受けられます。
　郵送で診断結果を受け取ることもできます。

※1．2は振興局建設指導課での受け取りまたは北海道ホームページからダウンロードにより取得できます。

お住まいの市町村では耐震診断や耐震改修工事費等に対する助成制度を設けている場合があり、助成制度の有無や内
容については、各市町村のホームページまたはお問い合わせによりご確認いただきますようお願いいたします。
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安全だと思われます
概ね安全だと思われます
やや危険だと思われます
危険だと思われます

A
B
C
D
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4/27
（土）

4/28
（日）

4/29
（月・祝）

4/30
（火・祝）

5/1
（水・祝）

5/2
（木・祝）

5/3
（金・祝）

5/4
（土・祝）

5/5
（日・祝） 5/6

（月・振）昭和
の日

国民の
休日

天皇即位
の日

国民の
休日

憲法
記念日

みどり
の日

こども
の日

本店（ローンプラザ除く）
不動産プラザ（厚別店除く） 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業

金融共済窓口 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業

休業

休業

休業

休業ローンプラザ 休業 休業 休業 休業 休業 休業

休業 休業休業 休業

不動産プラザ厚別店

通常
営業
通常
営業

通常
営業

通常
営業

休業

通常
営業

通常
営業

通常
営業 休業 休業 休業 通常

営業
通常
営業

休業 休業

当ＪＡ店舗ATM 稼働
※1

臨時
営業
※2

臨時
営業
※2

通常
営業

札幌厚生病院ATM

経済センター

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止
稼働
休止

稼働
休止
稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

ゴールデンウィークの営業体制のご案内

※1 一部店舗では、土曜日のATM稼働を行なっておりませんのでご注意ください。コンビニ等の提携ATMをご利用いただけます（手数料無料時間帯 
土9：00～14：00）。なお、連休中に利用可能な提携ATMの詳細につきましては、当JAのホームページをご覧ください。

※2 営業時間：9：00～17：00

改元に伴う10連休（4月27日～5月6日）にかかる当ＪＡの営業体制につきまして、以下のとおりご案内い
たします。組合員の皆さまにはご不便をお掛けいたしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

苗物市の季節です!
　5月中旬より、毎年恒例の苗物市を開催
します。生産者が丹精込めて手がけた良質
な苗や肥料等を取り揃えて皆さまのご来
場をお待ちしています。
　詳しい会場・日程は、広報誌5月号でお
知らせします。
※広報誌5月号がお手元に届く前に、開催される場合がありま
す。日程が決まり次第、ホームページでもお知らせいたしま
すのでご確認ください。

https://www.ja-sapporo.or.jp/
携帯電話・
スマートフォンからの
アクセスはこちら→

ＪＡさっぽろ

2019年
JAからのお知らせ

伝 板言
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さとらんどにて、様 な々講座を実施中！さとらんどにて、様 な々講座を実施中！さとらんどさとらんど

※申込みは、さとらんどセンターまでTELまたは直接受付ください。

【お問い合わせ】サッポロさとらんど　〒007-0880 札幌市東区丘珠町584番地2　TEL（011）787-0223

親子食育講座

●日　時：5月1日（水）～3日（金）
　11時30分～12時／13時30分～14時
●場　所：さとらんどセンター
●定　員：各10組（30名）※3才以上
●参加費：500円

おいしくてかわいい
マシュマロ作り

工芸講座

●日　時：5月18日（土）　
　10時30分～12時30分
●場　所：さとらんど交流館
●定　員：16名
●参加費：2,400円

あけびのつるで
鉢カバー作り

4月25日（木）から
受付開始!

4月25日（木）から
受付開始!

新井伸二さんが指導農業士、
松本吉弘さん・大村喜輝さんが農業士に認定
瀬戸修一さんへ北海道知事感謝状贈呈

新井伸二さんが指導農業士、
松本吉弘さん・大村喜輝さんが農業士に認定
瀬戸修一さんへ北海道知事感謝状贈呈
　2/19（火）、平成30年度北海道指導農業士・北海道農業士称号贈呈式が行なわれ、指導農業士に新
井伸二さん、農業士に松本吉弘さん、大村喜輝さんが認定されました。
　新井さんは、南区簾舞でチンゲンサイを栽培し、そ菜部会長を務めるほか、様々な活動を通し札幌
市の農業振興に貢献。松本さんは、清田区有明でほうれん草を栽培し、青年部支部長を務めるなど、
培った知識を地域に伝えながら技術の向上・発展に寄与しています。大村さんは、石狩市生振でカー
ネーションを栽培し、花き部会に所属。北海道花き生産連合会カーネーション部会事務局を務めるな
ど、消費者に花を身近に感じてもらえるようPR活動を行なうほか、地域におけるリーダーとして活
躍しています。
　また今回の称号贈呈式では、満65才を迎
えた指導農業士で、地域農業・農村の振興に
多大な貢献をしたとして、瀬戸修一さんに北
海道知事感謝状が贈られました。瀬戸さん
は、南区砥山で果樹園を営んでおり、都市と
農村を結ぶ交流事業の推進や、食育体験教室
の実施などが高く評価されています。
　皆さんの多岐に渡る活動に敬意を表する
とともに、今後一層のご活躍をお祈り申し上
げます。



◆
第
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理
事
会

平
成
31
年
2
月
28
日（
木
）午
後
1
時
00
分
よ
り
本
店
役
員
会

議
室
に
お
い
て
第
11
回
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
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事
会
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事
項
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、平
成
30
年
度
下
期
随
時
監
査
報
告

2
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0
1
9
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

3
、会
計
監
査
人
予
定
者
の
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定
に
つ
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程
』の
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部
変
更
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項
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。
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成
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計
画
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い
て
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成
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事
業
方
針
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施

方
策
、事
業
量
取
扱
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計
画
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収
支
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画
が
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、可
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決
定
。

3
、第
四
次
中
期
3
ヶ
年
経
営
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
第
四
次
中
期
3
ヶ
年
経
営
計
画
（
2
0
1
9
年
度
〜

2
0
2
2
年
度
）に
基
づ
く
、次
期
中
期
経
営
計
画
に
お
け
る
重

点
項
目
等
が
説
明
さ
れ
、可
決
決
定
。

4
、『
定
款
』の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　石
狩
振
興
局
か
ら
の
字
句
修
正
指
導
に
伴
う
所
要
の
整
備
で

あ
る
事
が
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さ
れ
、可
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決
定
。

5
、『
就
業
規
程
』の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　平
成
31
年
4
月
よ
り
義
務
化
さ
れ
る
年
次
有
給
休
暇
の
時
季

指
定
に
係
る
年
次
有
給
休
暇
の
一
斉
付
与
等
に
伴
う
所
要
の
整

備
で
あ
る
事
が
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明
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れ
、可
決
決
定
。

6
、『
準
職
員
就
業
規
程
』の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　平
成
31
年
4
月
よ
り
義
務
化
さ
れ
る
年
次
有
給
休
暇
の
時
季

指
定
に
係
る
年
次
有
給
休
暇
の
一
斉
付
与
等
に
伴
う
所
要
の
整

備
で
あ
る
事
が
説
明
さ
れ
、可
決
決
定
。

7
、月
寒
中
央
ビ
ル
空
調
設
備
等
の
改
修
に
つ
い
て

　設
計
予
算
書
並
び
に
工
事
指
名
競
争
入
札
業
者
の
選
定
結
果

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、可
決
決
定
。

理
事
会
だ
よ
り

（平成31年2月末業務実績）（平成31年1月末業務実績）

組合員数

正組合員 3,731名

32,199名

35,930名

3,736名

32,171名

35,907名

58億4千1百万円

19億円

9億6千3百万円

3,270億2千4百万円

863億9千1百万円

5,968億8千4百万円

6億9千4百万円

4,482戸

58億2千1百万円

17億8千1百万円

8億8千1百万円

3,262億1千2百万円

873億4千6百万円

5,966億4千1百万円

6億9千4百万円

4,475戸

正組合員 

准組合員 准組合員 

合　　計 合　　計 

出資金残高

販売取扱高

購買供給高

貯金残高

融資残高

共済保有高

施設建設取扱高

管理受託戸数

JAさっぽろDATA
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（
閉
会
・
午
後
4
時
53
分
）

8
、金
融
機
関
貸
付
に
つ
い
て

　本
店
営
業
部
扱
い
2
件
の
新
規
案
件
に
つ
い
て
、申
込
事
項
、

取
組
経
過
、保
全
状
況
等
の
詳
細
が
説
明
さ
れ
、可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、役
員
推
薦
会
議
か
ら
の
補
欠
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

2
、常
勤
理
事
と
監
事
と
の
意
見
交
換
会
結
果
報
告

3
、常
勤
役
員
と
青
年
部
本
部
役
員
と
の
懇
談
会
結
果
報
告

4
、常
勤
役
員
と
女
性
部
本
部
役
員
と
の
懇
談
会
結
果
報
告

5
、2
0
2
0
年
度
職
員
採
用
要
領
に
つ
い
て

6
、平
成
30
年
度
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
継
続
C
S
調
査
結
果
の
概
要
に

　
つ
い
て

7
、『
准
組
合
員
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
2
0
1
9
』の
開
催
に
つ
い
て

8
、1
月
末
財
務
状
況
報
告

9
、1
月
末
組
合
員
加
入
、脱
退
状
況
報
告

10
、2
月
の
動
静
と
3
月
の
予
定
に
つ
い
て

JAからのお知らせ

伝 板言
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北大で授業を受けてみませんか?
2019年度 協同組合学公開講座 開講!

　協同組合や農協のことを気軽に学べる場として、今年も「協同組合学公
開講座」を開講します。知っているようで意外と知らない協同組合や農協
について、理解を深めてみませんか？北大の先生たちが
分かりやすく解説します。

　2月23日（土）、平成30年度の最終講座を2部構成で開催しました。第1部で
は、北海道の貴重な歴史や大学が所有する様々な展示品の解説を受けながら、
北海道大学総合博物館を見学。第2部では、「韓国と中国に広がる有機農業と協
同組合の役割」をテーマに北大の先生に講義を行なっていただきました。
　昨年度は、北大内の施設見学やイベントにも参加しながら、全5回の講座を行
ないました。

※参加予定者には、ＪＡより集合場所などの詳細についてご連絡いたします。
※講座風景を北大およびＪＡの広報誌やホームページなどに掲載させていただく場合があります。予めご了承の上、お申し込みください。
※参加申込で知り得た個人情報については、参加資格の確認およびご案内を発送する目的以外に利用いたしません。

＊共催：「北海道大学大学院農学研究院　農林中金寄附講座　協同組合のレーゾンデートル研究室」

参加者
募集！

前回の講座の様子…

【参加資格】
【募集定員】
【申込方法】

【宛 て 先】

【締め切り】
【お問合せ】

ＪＡさっぽろの組合員（ご家族含む）
30名程度
ハガキ・FAX・Eメールのいずれかの方法で、①郵便番号、②住所、③氏名、④年齢、
⑤電話番号をご記入の上、下記宛て先までご応募ください。
〒060-0010 札幌市中央区北10条西24丁目1番10号
「ＪＡさっぽろ 公開講座」 係
FAX：（011）621-1449　Eメール：kk_keiei@ja-sapporo.or.jp

札幌農学校第2農場（モデルバーン）見学／講義「テーマ：ミルク」
北大マルシェ見学／講義「テーマ：ミート」
北大総合博物館見学／講義「テーマ：東アジア」

日　時：
会　場：

2019年6月8日（土） 13：00～15：30
北海道大学  構内・北大農学部S302農業経済学科  会議室

講　師：
テーマ：

北海道大学大学院農学研究院　坂下明彦　先生
「ファミリー：協同組合における生産と消費のユニット」
・協同組合とはいったい何なのか。なぜ必要なのか。協同組合、特に農協における
 “農業生産と消費の単位（ユニット）である家族”についてお話しします。

2019年5月17日（金）（定員になり次第、締め切らせていただきます。）
ＪＡさっぽろ 経営企画室 経営企画課　TEL：（011）621-1980

〈
講
義
〉

「北大祭」開催日!
講座の前に1時間程度
会場を散策してから
講義を行います。

協同組合学
公開講座は

今後も開講予定!

7月27日（土）
8月17日（土）
10月26日（土）

JAからのお知らせ

伝 板言


